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USB2.0 と USB3.0 との比較 

１.規格上 USB2.0（最大 480Mbps）の 10倍以上       

 

パソコンやデジタル家電、周辺機器の接続規格として幅広く使用されてきた USB2.0。そ

の上位規格として新しく『USB3.0』が規格化されました。USB3.0 は、これまでの USB2.0

と互換性を保ちながら、データの転送速度が最大5GbpsとなりUSB2.0（最大480Mbps）

の 10 倍以上になりました。従来の機器もそのまま使え、USB3.0 対応機器同士で接続す

ればさらに快適になります。 

 

２.対応周辺機器がこんなに早くなる               
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USB3.0 の最大転送速度 5Gbps は、規格値です。規格値とは理論上の値であり実環境で

の速度ではありません。その速度は製品によってまちまちであるため、当社では実環境での

速度の目安を「実効値」として表記しています。例えば、USB3.0 対応外付け HDD

「HD-HU3 シリーズ」の場合、USB3.0 接続時の実効値は、123.4MB/sです。規格値と

比べると差が有りますが、それでも USB2.0 接続時に比べ、約 3.5 倍という高速性能を実

現しています。さらに、当社独自の高速化技術〈ターボ USB〉機能を ON にすることで、

実効値は 131.1MB/s と約 6％高速化させることができ、高速性能をさらに引き出すこと

ができます。今後、さらに規格値に近づけ、より高速で便利な周辺機器にしていくよう努力

してまいります。 

 

３.バスパワーの給電能力がパワーアップ             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB3.0 は、バスパワーの給電能力が USB2.0 の約 1.8 倍である最大 900mA（※）へ

パワーアップ。消費電力の大きい、より高機能・高性能な周辺機器も使えるようになります。 

 例えば、書込み可能なポータブルブルーレイドライブなど、モバイルで利用できる高性能

機器の登場が期待されています。 

 

※900mA は最大値です。給電能力は USB ホスト側の機器性能によって異なります。 

 

４.周辺機器とそれをつなぐ機器の両方が USB3.0 に対応のこと       
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USB3.0 の超高速性能をフルに使うためには周辺機器とそれをつなげるパソコンやデジタ

ル家電のどちらも USB3.0 に対応している必要があります。 

 

 

５.USB3.0 の超高速性能を更に引き出す、BUFFALO 独自の・・・     

 

 

 

 

 

 

 

USB3.0 は、それ自体高速ですが、その高速性をさらに引き出すのが、当社独自の高速化

技術〈ターボ USB〉です。転送方法を最適化することで、実効速度をスピードアップする

ことができ、すでに USB2.0 対応製品の多くに採用されております。その〈ターボ USB〉

は、USB3.0 でも高速化に力を発揮します。〈ターボ USB〉は、Windows 7/Vista の 64bit

版・32bit 版の両方に対応。幅広い環境でさらなる高速化を実現します。 

 

 

6.USB3.0 対応かどうかを調べる                     

 

パソコンなら USB3.0 対応にするのはカンタン 

バッファローの USB3.0 対応インターフェースを増設すれば、最新の USB3.0 対応パ

ソコンに早変わり。USB3.0 対応インターフェースは、パソコンにあわせて豊富なライ

ンナップで続々登場予定です。あなたのパソコンにピッタリの増設インターフェースが

見つかるはず。 

＞USB3.0 を増設できるインターフェースはこちら 

 

http://buffalo.jp/products/catalog/storage/interface.html
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規格の世代で速度が異なる PCI Express/ExpressCard 

 

PCI Express/ExpressCardを使って増設を行う場合、実際のUSB3.0の転送速度は、

パソコンに搭載されているスロットの世代（Generation(Gen.)）によって異なります。 

USB3.0 の速度を最大限に引き出すには、規格値 5GB/s の Gen.2 対応スロットが必

要となります。Gen.1 製品の場合、規格値 2.5GB/s で接続されます。 

周辺機器やパソコンの搭載スロットがどの Generation に対応しているかはマニュア

ルやメーカーWeb サイトで調べられます。 

 

＞「PCI Express x1」の〔PC メーカーWeb サイトでの確認方法〕と〔マニュアルで

の確認方法〕はこちら 

 

＞「ExpressCard」の〔PC メーカーWeb サイトでの確認方法〕と〔マニュアルでの

確認方法〕はこちら 

 

7.USB3.0 は、従来の USB2.0 との互換性を維持             

 

USB3.0 は、従来の USB2.0 との互換性を維持した設計になっているため、そのままにご

使用いただけます。ただし、規格上の速度に違いがあるため、例えば、USB3.0 と USB2.0

対応製品同士の組み合わせの場合、最大速度は遅い方の 480Mbps（規格値）になります

のでご注意下さい。 

USB3.0 の接続端子について 

パソコン側（USB-A タイプ） 

パソコン側に搭載されている接続口が USB-A ポートです。USB3.0 のA ポートは

USB2.0 のものと互換性があります。 

周辺機器側（USB-Bタイプ） 

周辺機器に搭載されているのが USB-Bポートです。 

USB2.0 用ケーブルは USB3.0 機器に挿せますが、USB3.0 用ケーブルは USB2.0 機器

に挿せません。 

 

http://buffalo.jp/products/connect/sameport/#pcie
http://buffalo.jp/products/connect/sameport/#pcie
http://buffalo.jp/products/connect/sameport/#pciec
http://buffalo.jp/products/connect/sameport/#pciec
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8.これからは、USB3.0 対応を目印に周辺機器を選ぼう          

従来USB2.0 対応パソコン・家電にUSB3.0 対応周辺機器を接続した場合は、USB2.0

の転送速度となりますが、新たに USB3.0 対応パソコン・家電を入手した時には、周辺機

器をつなぎかえるだけで高速化できますので、これからは USB3.0 対応を目印に周辺機器

を揃えていくのがおすすめです。 

 

９.以下は、代表的な BUFFALO の対応製品           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://buffalo.jp/products/catalog/storage/hd-hxu3/
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/hd_ex.html


- 6 - 

 

- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://buffalo.jp/products/catalog/flash/usbmemory_speed.html
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/shd-pehu3/
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/ssd_ex.html
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/hd-peu3-bk/
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/hd_portable.html
http://buffalo.jp/product/usb-memory/speed/ruf3-ss/
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以上は、BUFFALO からの説明と広告 

END 

http://buffalo.jp/products/catalog/storage/br3d-12u3/
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/bd.html
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/ifc-pcie2u3s/
http://buffalo.jp/products/catalog/storage/interface.html
http://buffalo-kokuyo.jp/

